
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

美瑛中心市街地区

平成31年4月

北海道美瑛町



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

16,500

目標値

12,761

1年以内の

達成見込み

○

597

見込み・確定

の別

○

455,602

127,530

580人/日

1年以内の

達成見込み

524

H31年4月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 丸山通りの歩行者数

387,294 426,000

指標５

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値

計測時期

H　　年　月

総合所見

　丸山通り線を歩きやすい歩道空

間や無電柱化等の高質空間へ整

備したことで、歩行者数が増加し

た。

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ

る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２

中心市街地への入込

数

人/年 504,388

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

　道路整備や各施設への案内サイ

ン等の整備により、観光客等の周

遊性があがり、中心市街地入込数

が増加した。

137,076 H31年4月

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

　新たなスタイルの拠点施設を整

備し、町の魅力の発信と地域交流

が促進され、利用者数が大幅に増

加した。

H　　年　月

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

5

H　　年　月

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

・歩行者交通量の増加に伴い沿道

の既存飲食店３店舗がＨ27、28に

新たに昼食時の営業を開始した。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値

計測時期

指標３

地域交流センターの

利用者数

人/年

その他の

数値指標１

総合所見

・郷土学の情報発信施設として、町

民だけでなく、町外の方の利用も

増加した。

その他の

数値指標２

地域資源活用交流施

設の利用者数

人/年 400

丸山通り線沿道の既

存飲食店の昼食時営

業店舗数

店舗 2

その他の

数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

H　　年　月

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ

る場合や改善が見られない場合等

9,311



２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

今後の課題　その他特記事項

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

検討中

丸山通り線沿道に公共駐車場を整備予定（整備工事発注済

み）

実施した結果

検討中

実施した具体的な内容

賑わいづくりの核となる市街地商店街の活性化

安心・安全な環境整備

整備中

・成果を持続させるために

行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた

めの改善策

・残された課題・新たな課題への

対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した

今後のまちづくり方策（事項）

観光・交流人口促進のための環境づくり。

事後評価シート　添付様式5－③から転記



・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

都市再生整備計画（精算報告）

美瑛

び え い

中心

ちゅ う しん

市街

し が い

地区

北海道

ほ っかい ど う

　美瑛町

び え い ち ょ う



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 190.4 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H24 H30

人/年 H24 H30

地域交流センターの利用者数 人/年 H24 H30

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

580

既存地域交流施設等の利用者数から算出する従前値に対し、既存建造物活用に

よる施設が生み出す新たな交流人口を加えたものを指標とする

30

大目標：美しい丘のまちで次代においても安心した暮らしができる活気のある市街地を再生する。

　目標１－丸山通り地区への誘客を促進し、交流人口の増加による中心市街地全体の活性化を図るための良質な空間を整備する。

　目標２－中心市街地への誘客を可能とする施設整備を推進し、地域コミュニティに負荷の少ない環境を整備する。

　目標３－新たなスタイルの拠点施設を整備し、本町の真の魅力の発信と地域交流の推進を図る。

○美瑛町は、北海道のほぼ中央に位置する人々の暮らしと自然の恵みが調和した美しいまちです。最大の地域資源である美しい景観は、雄大な十勝岳連峰の山々を背景に開拓の歴史とともに人々の暮らしや営みによって創られました。この景観は町

民に安らぎや潤いをもたらし、訪れる多くの人々の心を癒しや感動を与えるなど全国的に貴重な資源であり、本町にとってかけがえのない財産となっています。

○面積は677.16k㎡と比較的大きく、東京23区とほぼ同じ広さを有しています。また、北海道第2の都市である旭川市の中心街地からJRで約30分、車で約45分という恵まれた立地環境にあります。

○明治27年に開拓の鍬が下ろされて以来、昭和35年に戸数4,203戸、人口21,743人とピークを向かえましたが、その後の社会環境や産業構造の変動を受け人口は減少をたどり、平成25年4月現在では、4,796戸、人口10,755人となっています。

○観光客入込数は、昭和63年以前は約40万人程度でありましたが、欧州的な農村景観がテレビCMなどに使用されたこと等をきっかけとして、平成10年には約140万人と飛躍的に伸びています。その後は若干減少し、平均約120万人程度の入込数で推

移していますが、近年、白金「青い池」が新たな観光資源としてクローズアップされたことをきっかけに増加傾向にあります。

○昭和50年代以降、モータリゼーションの進展により人々の行動範囲は拡大をたどりましたが、その反面、大都市への人口流出が進み、また、購買力も奪われる結果となりました。この様な社会環境の中、本通土地区画整理事業、鉄西土地区画整理事

業を実施し、美しい街並みづくりを推進するとともに、移住、定住を促進し、市街地の活性化を図っています。現在の厳しい産業情勢の中、農林畜産業、商工業、観光業などの各産業が連携し、地域特有の資源を最大に活用したまちづくりを行っており、

地域の自立的発展に向けて取り組んでいます。

○本町の最大の地域資源である自然環境や景観を次世代へ引き継ぐため、平成元年に初めてとなる景観条例を制定し、平成15年に現行条例となる「美瑛の美しい景観を守り育てる条例」へ全面改正しています。また、住み良いまちを町民との対話と協

働のもとに実現するため、「住み良いまち美瑛をみんなでつくる条例」を平成15年に制定しました。条例に基づき、地域住民による「景観審議会」「まちづくり委員会」を運営し、住民への積極的な情報提供を図り、景観形成やまちづくりに対する活発な意見

交換や提案の場を設けるなど、住民主導のまちづくりに向けた体制を確立しています。住民との意見交換では、丸山通り地区の景観形成や世代間交流ができる活用しやすい施設の必要性など、中心市街地の活性化に向けた提案がされています。

○他の地域が有していない類まれな資源を活用することで「丘のまちびえい」ブランドを確立し、地域産業の付加価値を高めることで地域経済を発展させ、将来に渡って自立した地域として存続していくことを目的として、平成17年に美瑛町が全国の自治

体に呼び掛け、NPO法人「日本で最も美しい村」連合を設立し、8年を経過した現在では26道府県54地域が加盟するまでに発展しています。この活動理念に共感される企業も多く、この組織体が持つ独自のネットワークが、商品開発やマーケティング・プロ

モーションなど加盟する小さな自治体にとってまちづくりを進める大きな力となっています。

○平成２４年４月に北海道大学観光学高等研究センター（ＣＡＴＳ）と観光を基軸とした地域の発展に関した連携協定を締結し、景観保全や地域資源の活用など地域の持続的発展に関し協働して調査研究を進めています。また、芸術文化が持つ創造性や

独自性を、どの様にまちづくりに反映させるかなど多様な角度から取り組みを進めるため、札幌市立大学と連携したまちづくりを進めています。

○本通土地区画整理事業によって高質な街並み空間が形成され、道の駅「びえい丘のくら」、「ふれあい館ラヴニール」等の拠点施設が整備された本通地区には多くの観光客が訪れている。しかし、JR美瑛駅を中心とした地区や駅前通りである丸山通り

地区へ誘客するための良質な街並み空間・動線・拠点施設が整備されていない。

○日本はもとより世界各国から年間約１００万人以上の観光客が訪れる中、中心市街地へ効果的に誘導するための空間整備がされておらず、効果的な地域活性化が図られていない。

○「思いやりのある社会福祉」、「活きいきとした暮らしづくり」、「はつらつとした人づくり」をまちづくりの基本目標としているが、幅広い世代の町民が集い交流できる現代ニーズにあった施設空間が整備されていない。

○美瑛町の風土、文化、歴史を再発見し、景観に調和した中心市街地をつくる

○元気ある産業経済のために、人々の交流の場が溢れる元気なまちをつくる

○多くの観光客と町民が接することができ、癒しや感動を与える魅力に満ちたまちをつくる

中心市街地への入込者数 市街地拠点施設の年間利用者数

中心市街地の整備により創出される新たな交流人口を市街地拠点施設（四季の

情報館・道の駅・ふれあい館ラヴニール）の利用者数から検証する 387,294 426,000

商店街コミュニティ施設の年間利用者数 12,761 16,500

都道府県名 北海道

丸山通りの歩行者数 交通量調査による丸山通りの日当たり歩行者数

丸山通りの良質な空間形成及び拠点施設の整備によって、本通地区からの誘客

による交流人口及び滞在時間の増加を歩行者数の伸び率から検証する 524

美瑛

ビエイ

町

チョウ

美瑛

ビエイ

中心

チュウシン

市街地

シガイチ

区

ク

計画期間 交付期間



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

【整備方針３】　新たなスタイルの拠点施設を整備し、本町の真の魅力の発信と地域交流の推進

を図る。

○既存施設を活用し、芸術文化振興・世代間交流が実現できる新たなスタイルのコミュニティ施

設を整備する。

○町民の財産とも言える郷土資料を通じ、美瑛町の開拓の歴史や文化、地域資源である農村

景観の成り立ちなどを都市部の人々に紹介するとともに、次代へ語り継いで行くための情報を

発信できる施設を整備する。

【既存施設活用事業（基幹事業：町）】　　　地域交流センター（商店街コミュニティ施設）

【地域創造支援事業（提案事業：町）】　　　地域資源活用交流施設（郷土資料館活用）

【交付期間中の計画の管理について】

○事業実施に伴う課題整理や事業の調整については、企画委員会（庁舎内各課から選出された委員）で検討し、住み良いまち美瑛をみんなでつくる条例に基づくまちづくり委員会に諮

ります。また、大学と連携したまちづくりを進める本町の特性を活かし、北海道大学等の有識者と協力した事業推進にあたります。

○計画の内容、事業の進捗状況については、広報等を通じて町名に対する周知を図っていきます。

【事業終了後の継続的なまちづくり活動】

○継続的に企画委員会、まちづくり委員会において協議し、新規整備事業およびソフト事業の模索、展開を図ります。

○平成17年度に策定された「美瑛町まちづくり総合計画」をまちづくりの最上位計画に位置づけ、「住み良いまち美瑛をみんなでつくる条例」「美瑛の美しい景観を守り育てる条例」を基

に、丘の景観と調和する市街地景観を地域と一体となって育てて行きます。

○小さくても素晴らしい地域資源や美しい景観を持つ地域が、失ったら二度と取り戻せない日本の農山村の景観や環境・文化を守るため、平成17年10月に設立したNPO法人「日本で最

も美しい村」連合の活動を通じて連携し、地域の魅力発信や交流人口の増加による地域経済の発展を推進するとともに、その必要性についての世論を高めることで、景観、環境、文化

の保全および保護を行い、まちづくりを推進します。

方針に合致する主要な事業

【整備方針１】　丸山通り地区への誘客を促進し、交流人口の増加による中心市街地全体の活

性化を図るための良質な空間を整備する。

○バリアフリーに対応した優しい歩道空間を整備するほか、高質な空間形成を図ることによって

市街地を訪れる人々が歩きたくなる魅力的な街並み空間を創出する。

○整備が完了した本通地区やJR美瑛駅周辺に滞留する観光客の誘客を図るため、独創的のあ

る街並み空間を創出する。

○中心市街地を散策することで観光客の滞在時間を延ばし、購買力の低下した中心市街地の

活性化を図る。

【道路　　　　　 　　　 （基幹事業：町）】　　　丸山通り（歩道拡幅）

【高質空間形成施設（基幹事業：町）】　　　丸山通り（照明施設）

【高質空間形成施設（基幹事業：町）】　　　丸山通り（ストリートファニチャー）

【高質空間形成施設（基幹事業：町）】　　　丸山通り（カラー舗装）

【高質空間形成施設（基幹事業：町）】　　　丸山通り（歩道舗装）

【高質空間形成施設（基幹事業：町）】　　　丸山通り（無電柱化）

【地域創造支援事業（提案事業：町）】　　　丸山通り（無電柱化－引込管路設置）

【整備方針２】　中心市街地への集客を可能とする施設整備を推進し、地域コミュニティに負荷の

少ない環境を整備する。

○中心市街地を周遊する観光客の滞在拠点となるポケットスペースを整備し、交流人口の増加

に備えた施設整備を進める。

○多言語化に対応した案内サインの整備を進め、様々な来訪者にとって優しいインバウンド対

策を進める。

○中心市街地で開催される各種イベントに対応できる広場整備を進め、更なる交流人口の増加

を目指す。

【地域生活基盤施設（基幹事業：町）】　　　丸山通り（ポケットスペース）

【地域生活基盤施設（基幹事業：町）】　　　本通り（ポケットスペース）

【地域生活基盤施設（基幹事業：町）】　　　中心市街地案内サイン

【地域生活基盤施設（基幹事業：町）】　　　美瑛駅前広場



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 美瑛町 直 L=550m 27 30 27 30 116 116 116 116

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 美瑛町 直 A=241㎡ 26 27 26 27 28 28 28 28

美瑛町 直 A=227㎡ 27 28 27 28 35 35 35 35

美瑛町 直 A=20㎡ 30 30 30 30 3 3 3 3

情報板 美瑛町 直 N=26基 27 28 27 28 18 18 18 18

高質空間形成施設 緑化施設等 美瑛町 直 N=50基 26 30 26 30 58 58 58 58

美瑛町 直 L=1,062m(31基) 27 30 27 30 49 49 49 49

丸山通り（カラー舗装） 美瑛町 直 L=1,062ｍ 27 30 27 30 84 84 84 84

美瑛町 直 L=550ｍ 28 30 28 30 108 108 108 108

電線類地下埋設施設 美瑛町 直 L=550ｍ 27 30 27 30 494 494 494 494

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設） 美瑛町 直 A=1,475㎡ 26 27 26 27 593 473 473 473

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,586 1,466 1,466 0 1,466 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

美瑛町 直 A=533㎡ 26 27 26 27 402 339 339 339

美瑛町 直 L=550ｍ 28 30 28 30 23 23 23 23

合計 425 362 362 362 …B

合計(A+B) 1,828

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

美瑛町 国土交通省 L=450m ○ 26 28 180

〃 〃 L=500m ○ 26 28 365

合計 545

交付対象事業費 1,828 交付限度額 736.0 国費率 0.40

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

丸山通り（歩道拡幅）

丸山通り（ポケットスペース）

本通り（ポケットスペース）

美瑛駅前広場

中心市街地案内サイン

丸山通り（照明施設）

丸山通り（ストリートファニチャー）

丸山通り（歩道舗装）

丸山通り（無電柱化）

連携生活拠点誘導施設

地域交流センター（商店街コミュニティ施設）

住宅市街地

総合整備

事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造

支援事業

地域資源活用交流施設（郷土資料館活用）

丸山通り（無電柱化-引込管路設置）

事業活用調

査

まちづくり活

動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

社会資本整備総合交付金（街路事業） ３．４．４　丸山通

社会資本整備総合交付金（効果促進事業） 丸山通無電柱化管路等整備事業


